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SuperDARNSuperDARN
国際大型短波レーダー網

＊国際SuperDARNは両極域の大部分をカバーした大型短波レーダーネット
ワーク

＊8〜20MHzの電波を発射し、電離層からの反射波を「通年・連続的」に
受信

＊エコー強度、ドプラー速度、スペクトル幅の情報が得られる
＊全て共通の仕様で製造され、共通の観測制御プログラムで稼働している
為、各レーダーのデータは完全に互換性がとれ、データの相互利用が極
めて容易
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国際SuperDARNレーダーの発展
〜日本のSuperDARNプロジェクトの発展史〜

History and progress of Japanese 
SuperDARN project



冊子題名（案）
「日本のSuperDARNレーダー発展史」
著者
佐藤夏雄、小川忠彦、山岸久雄、行松彰、菊池崇、野崎、長妻努、
西谷望、（著者追加）

掲載骨子（案）
1. HFレーダーの原理と観測手法

1-1. HFレーダーの原理
1-2. 観測手法の研究上の利点

2. SuperDARNの創成
2-1. 創世期

＊STAREレーダー
2-2. 国際SuperDARNの発足
＊研究目的
＊発足までの経過
＊発足ワークショップ
＊PI合意書の発効



3. 昭和基地レーダーの設置
＊経緯
＊主な観測成果
＊現状と将来計画

4. アラスカ・キングサーモンレーダー
＊経緯
＊主な観測成果
＊現状と将来計画

5. 北海道レーダー
＊経緯
＊主な観測成果
＊現状と将来計画

6.国際SuperDARNの発展の歴史
8.1  レーダー配備の歴史
8.2  主な成果と研究成果論文数、引用数の歴史
8.3  国際SD Workshop開催地の遍歴

7. 国際SuperDARNの将来展望



昭和基地レーダーの始まり：１９８８年

Dr. Ogawa visited APL and Goose Bay Radar Site 
in November 1988

小川忠彦氏の談話：
そもそも昭和基地でのSD計画を思い立ったの
は26次隊から帰国後の1986年頃で、多分
Greenwaldの論文を読んだことがきっかけで
す（極地研ニュース、1999年 6月号）。
計画案を作るには現物のレーダーを見る必要
があると思い、外国旅費を通信研究所に要求
したところ、運良く予算がつき、
APLに一ヶ月ほど滞在し、その間にGoose Bay 
レーダーを見学できました。



主な経過：1988年

Ogawa 提案 (1988年極地研関係者への説明用)



主な経過：1988年

Ogawa氏の 極地研究所への提案メモ(1988)



February 1989
Proposal of HF radar experiment to NIPR
as one of the projects at Syowa Station
during the STEP period (1990 -1995)

Renewed Syowa Station (Summer)

昭和基地レーダーの始まり：１９８８/１９８９年

日経新聞

1989年
2月11日



主な経過：1989年（Greenwaldから平澤先生への招待状）

Greenwaldから平澤先生へ昭和レー

ダーの設置と１９８９年４月開催の
DARN会議参加の招待状



主な経過：DARN Workshop April 1989 at Cambridge



主な経過：DARN Workshop April 1989 at Cambridge



主な経過：DARN Workshop April 1989 at Cambridge



主な経過：DARN Workshop April 1989 at Cambridge



主な経過：DARN Workshop April 1989 at Cambridge



主な経過：1989年
SyowaレーダーのOgawa提案

(Ogawa et al., 1990)

Sv: EISCAT Svalbard Radar

E

F

Overlap



Working Agreement

主な経過：1989年



主な経過：1989年

Syowaレーダーのプロジェクトチームメンバー



主な経過：１９８９年１２月？

佐藤夏雄と藤井良一がAPL訪問：１９８９年１２月？
目的：レーダーの具体的導入（購入）交渉

交渉
決裂

:軍の研究所＝＞ 民間商社との
取引はダメ

:国の機関＝＞APLとの直接取引
はダメ

APLが回路図等の詳細情報を提供する

＝＞ （山岸氏中
心）

Greenwald, Dudeny, 
Pinockが同席

解決策



＊1989年、SuperDARNレーダーを製作する3年次の予算
が認められた。

＊SuperDARNレーダーを作るには、同レーダーの開発元
であるJHU/APLに発注するのが最も早道であったが、事

務手続き上の困難があり、国内メーカーに発注すること
になった。

＊製作の過程では、母子里観測所での開発経験がたいへ
ん役に立った。

＊昭和基地レーダーでは観測視野を大きく広げるため、
地磁気の南方向を観測する と、地
磁気の東方向を観測する
とした。

＊両レーダーの観測視野は『 』とした



☆1995年には昭和基地を含む8基の
SuperDARNレーダーが設置された。

☆この年、これらのレーダーを運営する
研究組織の代表者7名は共同研究協定を結
び、国際SuperDARN計画が発足した

☆昭和基地での建設は山岸氏が主に担当した
＊経緯や苦労などは
=> この内容は山岸氏が執筆
☆ソフトは行松さんが担当



SuperDARN  レーダー網の推移



STAREレーダーの観測データ例



(Ogawa et al., 1989)

＊ 北半球に２基 (Goose Bay1983 and Schefferville)
＊ 南半球に１基 (Halley Bay1988)

１９８９年代のレーダー配置図



Greenwald et al., Space Science Review (1995)

１９９５年代のレーダー配置図：Greenwald論文

白抜きは計画中のレーダー
＊この時点では、キングサーモン、北海道レーダーは記載が無い



２００４年代のレーダー配置図



２００７年：Chisham論文レーダー

Chisham et al., Surv. Geophysics(2007)



北半球 南半球

２０１１年時点でのレーダー配置図

＊
中山基地の記載無し

Falkland Islands

McMurdo



２０１8年現在のレーダー配置図

SuperDARNレーダーの観測視野
北半球(23基） 南半球（13基）



SuperDARN  Workshopの推移



１９９５年：国際SuperDARNの創設



1995年：SuperDARN発足ワークショップ



１９９７年：南ア_ SuperDARNワークショップ



１９９８年：東京SuperDARNワークショップ



１９９８年：東京SuperDARNワークショップ



NICT キングサーモン(アラスカ）レーダー（2001年10月稼働）



GPS

大気光イメージング

北海道-陸別
短波レーダー

日本国内観測網
・GPS
・大気光イメー
ジ

極域短波レーダーネットワー
ク

従来の観測空白域をカバー
高緯度と中緯度を結ぶ領域のダイナミクスの統一的な解明

電離圏・熱圏・中間圏にわたる観測

北海道-陸別SuperDARNレーダー（2006年11月稼働）



2007年：北海道SuperDARNワークショップ



日本のSuperDARN発展史のまとめ

１９８８年：昭和基地レーダーの小川提案

１９８９年：英国BASで開催されたDARN会議で昭和レーダー計画発表

１９８９年：昭和基地レーダーの予算獲得

１９９０年：２基のレーダーを配備する方針

１９９３年：第３４次隊で設置予定場所の整地開始

１９９５年：第３７次隊で第一レーダーを設置

１９９５年：ケンブリッジでSuperDARN発足のPI署名

１９９７年：第３９次隊で第二レーダーを設置

１９９８年：東京SuperDARNワークショップ開催

２００１年：アラスカ・キングサーモンレーダー稼働

２００６年：北海道東レーダー稼働

２００７年：北海道SuperDARNワークショップ開催

２０14年：北海道西レーダー稼働

２０19年：NICT SuperDARNワークショップ開催
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日本のSuperDARN発展史のまとめ方

今後の流れ
執筆担当者を決める

2019 SD Workshop発表準備

2019 SD Workshopで発表

共著者からの情報提供

佐藤が執筆のたたき台を提示

各担当者の執筆開始

まとめ作業 完成
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